
株式会社モトイ

　2代目の中江義雄社長の
声掛けによりLPWA通信シス
テムの導入に至った。20年前
からスマートメーターの先駆
けとなる存在は知っていたと
いう中江社長は「当時はさま
ざまな条件をクリアしないと
使用できず、お客様の電話回
線を利用する場合もあるな
ど、使用方法や請求面での
複雑さが勝り、導入を見送っ
ていました」と話す。「LPWA
はイニシャル、ランニングコスト共に安価で、昔と比べるとできることが格段
に多い。自動検針やガス残量管理も容易なので、まずは遠隔地に取り付け、
検針作業の効率化、保安管理向上化を狙いました」。また検針業務に携わる
従業員の中にはガス工事現場へ出向く機会も少なくなかったが、システム導
入により時間的余裕が持てるようになったという。

画期的なシステムにより作業が効率化
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　創業60年を迎える株式会社モ
トイは、京都市と滋賀県近江八幡
市を中心にLPガス供給や簡易
ガス事業、ガス機器販売・施工を
行う住宅総合設備工事会社とし
て、顧客のニーズに合わせたき
め細かいサービスを提供してい
る。3,317件の顧客にLPガス供
給を行うほか、ガス設備工事や
上下水道設備工事を含めたイン
フラ関連事業も展開している。

（滋賀県近江八幡市）

モトイ社屋



　電話対応についても「シス
テム導入前に比べ、やり取り
がスムーズになった」と中江
社長。以前は「お湯が出な
い」という連絡に対し、長時
間使用によるガス遮断なの
か、ガス器具の故障なのか判
断がつかず、最終的には従業
員が出向いて対応していた。
「今では集中管理システムに
接続できるPC端末からお客
様の状況が一目でわかるので、指示が出しやすく応対も楽ですね。事前にお
客様の情報を認識できるため電話対応にかかる負担が減り、判断が容易に。
お客様宅への訪問の必要・不必要の判断も付けられるようになりました」
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システム導入により顧客対応がよりスムーズに

　滞りなく運用を行うためのアドバイスとして「採用したメーカー担当者とは
しっかり連携するべき」と中江社長。「通信機器の取り付け作業や通信環境の
確認、機器の取り付けを証明するための写真撮影など、事業者側が行うべき
作業は多いのですが、メーカー担当者との協同作業でかなり楽になりまし
た。アフターフォロー体制も万全で、問題なく運用を続けています」。
　今後は順次、紙の請求からWEB請求への切り替えを検討している。さらに
システム導入数を増やし、ゆくゆくは導入率50％の「シルバー認定保安事業
者」（第二号認定LPガス販売事業者）認定取得を目指す。

システム導入の際のアドバイスと今後の展望








